2007年度　文学部　地理学特殊講義Ⅰ
	第1回目1001
	　都市研究プラザとは？　授業のブリーフィング

	第2回目1015
	　ホームレスとは、その広い定義　
以下、第８回をのぞき毎回ミニレポートあり。平常点として評価

	第3回目1022
	　野宿の現場では　虹の連合の調査より

	第4回目1029
	　巡回相談の声　野宿の現場

	第5回目1105
	　ホームレスの中間施設とは

	第6回目1112
	   ホームレス自立支援センターの役割

	第7回目1119
	　若者、フリーターの現状

	第８回目1126
	　ゲストスピーカー　その１　徳島のホームレス支援NPO 

	第９回目1203
	　ゲストスピーカー　その２　東京の宿泊所運営のNPO

	第10回目 1210
	転院退院からみたあいりん体制　ビデオ　良寛先生

	第11回目1217
	あいりん体制の変貌　ビデオ　救護施設、90年暴動

	第12回目0115
	　自主的フィールドワーク課題のため、学内授業はナシ（1月8日追加）

	第13回目0121
	　西成で進行中のまちづくりについて

	第14回目0128
	　西成プラザでゲストスピーカー　11時開始
場所は下記↓　この講演が最終レポート課題となります。

	地下鉄動物園前７番出口すぐ（100円ショップFLETS太子店 3F） JR新今宮駅東口から南へ徒歩1分  
〒557-0002 大阪市西成区太子1-4-3 太子中央ビル2F 
地下鉄7番出口の隣の店内ドアを入り、店舗内２Fにあがる階段の右横にとびらがあり、その扉をあけ３Fまであがってください。集会室がすぐ見えます[image: image2.jpg]AL 5
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杉本町10時30分発、天王寺11時４９分発（17番乗り場）が便利です。

帰りは新今宮12時32分発、天王寺12時37分発が便利です。


[image: image1]
第2回レポート課題　1月31日課題

前回の授業で聞いたミニフィールワークに関連するあいりん地域にある救護施設の職員さんのトークです。ココからダウンロード。右クリックで対象ファイルを保存という形で、進んでください。AVI形式で190mbあり、重いです。だいたいのパソコンでは開くことができるとも思います。日本でももっと最先端をゆく脱野宿のアフタオーフォロー支援に関するこのトークは、配布した資料がより具体的にこの救護施設の取り組みを紹介しているので、これをぜひ読んでください。念のためここからダウンロードしてください。

ミニフィールドワークでの外観だけの感想と、この施設の職員さんのトークへの感想は、その意味で補完し関係になると思います。この感想を400字以上1200字以内にまとめてください。

提出方法および書式　　
メールで次のアドレスに送ること　mizuuchi@lit.osaka-cu.ac.jp
必ずメールの題名（subject）に「地理特講_山本」（山本のところは自分の名前）と記すこと　（一度に送れない場合には，題名に「地理特講_山本１」あるいは「・・・２」と記すること）

本文の最初に，学籍番号，名前を必ず記すこと
なお本文は、水内の読みやすさを優先するため、添付ファイルにはせず、メール本体にじかに書いてください。名前と学籍番号は必ずトップに記し、その次に訪問施設、施設群を記号で記入してください。
提出期限
メールでの提出期日は，２月１５日（金）の2３時です。

どうしてもメール提出が不可能な場合には，高原記念館の職員さん（福島さん、河合さん）にことずけてください。２月１５日（金）の1７時までです。A4たてで統一してください。

第 1回目ミニ・フィールドワーク
テーマ：大阪市内の中間施設をめぐって

授業では、ホームレス自立支援の枠組みの中で、中間施設の重要性について、あいりん体制に喪からめながら説明してきました。なかなか実際の現場を知る機会がないので、現場のリアリティを体験できないことを補ってもらうために、今回冬休みを利用して、簡単な施設とそれを取り巻く地域のミニ・フィールドワークを行ってもらいます。（1月15日の月曜振替授業で学内講義はナシとします。この情報は1月8日追加しました）
下表は、授業でも示した、関連施設の一覧です。テーマに即してすべてを掲載しているわけではありませんが、このうち、名称のところで下線部を引っぱったところが、訪問対象施設です。地図へのリンクをはっている施設を２箇所を選び、以下の執筆要領で最寄り駅から訪れてもらい、簡単なルポルタージュ・レポートを書いてもらいます。ペアは下記に書いたとおりです。
まず下記施設の分布は、ココをクリックしてください。

訪れる施設は２箇所としますが、以下２グループから一つずつ選んでください。第１グループはあいりん地域グループです。第２グループは非あいりん地域グループです。

第１グループ：【青①＋②】．【青⑤】、【緑③】　　←↓　〇＋〇は同敷地内を意味します。

第２グループ：【赤②＋赤③＋緑①】、【赤④＋赤⑤＋緑②】、【緑④＋緑⑤】、【赤⑥】
表　大阪市内のホームレス自立支援に関連する中間施設のリスト

	
	一般名称
	施設名
	名称
	運営
	運営組織名

	あいりん体制のもとに規定されていた諸施設　現在はこれを規定していた市立更生相談所条例は廃止されている。

	赤①
	福祉事務所
	　
	市立更生相談所
	公設公営
	大阪市

	赤②
	法外施設
	　
	一時保護所
	公設公営
	大阪市

	赤③
	保護施設
	更生施設
	大淀寮
	公設民営
	みおつくし福祉会

	赤④
	保護施設
	更生施設
	淀川寮
	公設民営
	みおつくし福祉会

	赤⑤
	保護施設
	救護施設
	淀川寮
	公設民営
	みおつくし福祉会

	赤⑥
	保護施設
	救護施設（更生施設より転換）
	港晴寮
	公設民営
	みなと寮

	赤⑦
	保護施設
	救護施設
	第二港晴寮
	公設民営
	みなと寮

	赤⑧
	保護施設
	救護施設
	千里寮
	公設公営→民設民営
	みなと寮

	赤⑨
	緊急一時宿泊施設
	臨時宿泊所
	南港
	公設公営
	みなと寮

	赤⑩
	社会福祉施設
	生活館
	馬淵生活館
	公設民営
	市民共済会

	　あいりん地域内、あるいは隣接する地域に立地している保護施設

	青①
	保護施設
	救護施設
	白雲寮
	民設民営
	自彊館

	青②
	保護施設
	救護施設（更生施設より転換）
	甲子寮
	民設民営
	自彊館

	青③
	保護施設
	救護施設
	三徳寮
	民設民営
	自彊館

	青④
	保護施設
	救護施設（更生施設より転換）
	愛隣寮
	民設民営
	自彊館

	青⑤
	保護施設
	救護施設
	今池平和寮
	民設民営
	日本ﾍﾚﾝｹﾗｰ財団

	　ホームレス自立支援施設

	緑①
	ﾎｰﾑﾚｽ自立支援施設
	ﾎｰﾑﾚｽ自立支援ｾﾝﾀｰ
	おおよど
	公設民営
	みおつくし福祉会

	緑②
	ﾎｰﾑﾚｽ自立支援施設
	ﾎｰﾑﾚｽ自立支援ｾﾝﾀｰ
	よどがわ
	公設民営
	みおつくし福祉会

	緑③
	ﾎｰﾑﾚｽ自立支援施設
	ﾎｰﾑﾚｽ自立支援ｾﾝﾀｰ
	にしなり
	公設民営
	自彊館

	緑④
	ﾎｰﾑﾚｽ自立支援施設
	ﾎｰﾑﾚｽ自立支援ｾﾝﾀｰ
	舞洲１
	公設民営
	みおつくし福祉会

	緑⑤
	ﾎｰﾑﾚｽ自立支援施設
	ﾎｰﾑﾚｽ自立支援ｾﾝﾀｰ
	舞洲２
	公設民営
	みおつくし福祉会

	緑⑥
	緊急一時宿泊施設
	生活ケアセンター（14日まで）
	ケアセンター
	公設民営
	自彊館

	緑⑦
	緊急一時宿泊施設
	臨時夜間緊急避難所（1泊）
	今宮
	公設民営
	NPO釜

	緑⑧
	緊急一時宿泊施設
	臨時夜間緊急避難所（1泊）
	萩之茶屋
	公設民営
	NPO釜

	緑⑨
	緊急一時宿泊施設
	仮設一時避難所
	大阪城公園
	公設民営
	みおつくし福祉会

	緑⑩
	緊急一時宿泊施設
	仮設一時避難所（閉鎖）
	長居公園
	公設民営
	みおつくし福祉会

	緑⑪
	緊急一時宿泊施設
	仮設一時避難所（閉鎖）
	西成
	公設民営
	みおつくし福祉会


地図のダウンロード
持参する地図は各自ダウンロードしてください。印刷は精細モードで。必ず地図の画面を右クリックして保存してから、そのファイルを印刷することを勧めます。

レポート内容
基本的には、各施設までは最寄り駅から徒歩、あるいはバスなどの利用を原則として、最寄り駅から施設までの地域の描写と、施設の概観、施設近辺の状況を記してもらいます。施設そのものは、地域にとっては、迷惑施設的な位置づけもされています。その観点から、この施設がなぜこの地域に立地できているのか、あたりにも有為して、地域を訪れてください。

自分の眼で確認したことを素直に表現することを出発点とします。もちろんさまざまな情報をネットや書籍などで事前に知っておくと見るポイントははっきりします。施設については、事前に施設のwebを見ておくことをおすすめします。すべての施設には一応施設紹介のwebは用意されていますので、各自検索して下さい。１施設（あるいは施設群）あたり（同敷地内にある場合は施設群と呼びます）、最寄り駅からの描写を含めて、文字数は４00字以上600字以内で記してください。合計800字以上1200字以内となります。

提出方法および書式　　
メールで次のアドレスに送ること　mizuuchi@lit.osaka-cu.ac.jp
必ずメールの題名（subject）に「地理特講_山本」（山本のところは自分の名前）と記すこと　（一度に送れない場合には，題名に「地理特講_山本１」あるいは「・・・２」と記すること）

本文の最初に，学籍番号，名前を必ず記すこと
なお本文は、水内の読みやすさを優先するため、添付ファイルにはせず、メール本体にじかに書いてください。どうしても写真がレポート叙述に必要な場合には添付してください。名前と学籍番号は必ずトップに記し、その次に訪問施設、施設群を記号で記入してください。

提出期限
メールでの提出期日は，１月１９日（土）の2３時です。

どうしてもメール提出が不可能な場合には，高原記念館の職員さん（福島さん、河合さん）にことずけてください。１月１８日（金）の1７時までです。A4たてで統一してください。

注意事項
なお今回は施設には許可を得ていませんので、施設敷地内には入らないでください。またあからさまな写真撮影も控えてください。また地域や施設に挨拶なく地域を歩き回ることは、ある意味で住民や利用者にとっては迷惑となるので、大声で歩いたり、通行の邪魔にあるようなことにはくれぐれも気をつけてください。また参考のために写真をとる場合には、くれぐれもフラッシュをたいたり、人の顔を露骨にうつしたりは絶対にしないでください。もちろん交通事故にはくれぐれも気をつけてください。



